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！
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完成

対 象：高山市内の小中学生及び義務教育学校の児童生徒（個人、またはグループ）

応募方法：夏休み終了後、うらの作品票を作品につけて、学校に提出してください。

展示日時：９月１８日（金） 午後１時 ～ 午後７時

９月１９日（土） 午前９時 ～ 午後７時

９月２０日（日） 午前９時 ～ 午後４時

場 所：高山市民文化会館 ３階

表 彰：優秀な作品には大賞、優秀賞、特別賞などを用意しています。

出品者全員に参加賞。表彰式は９月２０日（日）午前１０時～文化会館にて

問合せ先：高山市都市政策部都市計画課内

こどもまちづくりコンクール実行委員会事務局

（担当：唐谷） 電話：５７－７４４４（直通）
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こどもまちづくりコンクール作品票

 まちづくり大賞

『水を知る』

 まちづくり準大賞

『飛騨独楽を世界中に 飛騨独楽でコマニケー

ション』

『高山はやっぱりイチイ（一位）だ』

作品のタイトル

名 前（グループならメンバー全員の名前）

学校 年生

学校と学年

感 想（作ったきっかけ、作品の見てほしいところ、苦労したことなど）

受付番号

※ふりがなも書いてください。

令和 7 年度の入賞作品より

全ての生き物は、水がないと生きてはいけません。蛇口

をひねれば当たり前に出てくる水。６月２３日の豪雨の

影響により断水の可能性があったことで「水が出てこな

い（使えない）＝命を脅かす」と不安な気持ちでいっぱ

いになりました。このことから「高山市の水道は、どの

ように各家庭へ配水されているのか？」を調べてみるこ

とにしました。高山市の水がどのように作られ、どのよ

うに配水されているかを、皆さんに知ってもらいたいと

思います。（※高山市では小学４年生で浄水場見学に行

っている学校もあります。）

きっかけは保育園の時なげこまをできるようになって

から飛騨のこまにきょうみをもちはじめて３段ごまやい

じわるごまなどのむずかしいこまを回せるようになって

楽しくなった。去年ぐらいから地場産センターに行って

こまを回していると、こどもも、大人も言葉のつうじな

い外国人もあつまってきた。こまでコミュニケーション

がとれるのはなぜだろう？飛騨こまのみりょくにせまり

たくなった。

★そのほかの入賞作品も、高山市のホームページで見ることができます。

高山市こどもまちづくりコンクール

（https://www.city.takayama.lg.jp/shisei/1000061/1003993.html）



取材するために高山の各地をまわりました。高山の一位

の木を知ってほしいです。がんばったところはいろんな人

に取材したりインターネットで調べたりしました。

上記２次元コードを

読み取っても確認で

きます。


